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凡

例

一
、
本
目
録
は
、
加
賀
務
御
抱
絵
師
佐
々
木
家
文
書
を
収
め
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
目
録
編
成
は
、
各
史
料
の
内
容

・
性
格
を
勘
案
し
、
史
料
の
部

・
作
品
の
部
と
に
分
け
た
。

一
、
本
目
録
の
史
料
の
記
載
事
項
は
、
分
類
番
号

・
表
題

・
作
成
年
月
日

・
形
態

・
数
量

・
差
出
者
(作
成
者
)
・
受
取
者
の
順
と
し
、

絵
画
の
記
載
事
項
は
、
分
類
番
号

・
作
品
名

・
材
質

・
技
法

・
形
態

・
寸
法
・
作
成
者

・
作
成
年
月
日
の
順
と
し
た
。

一
、
表
題
は
原
則
と
し
て
原
題
を
生
か
す
こ
と
と
し
た
が
、
原
題
の
な
い
も
の
、
原
題
の
み
で
は
不
充
分
な
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、

補
足
・
改
変
を
し
、
仮
題
を
付
し
て
表
題
と
し
た
。

一
、
作
成
年
月
日
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
も
っ
て
示
し
、
年
代

・
干
支
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
干
支
を
省
略
し
、
年
代

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
推
定
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は

(

)
を
付
し
て
示
し
た
。

一
、
史
料
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
帳
冊
類
に
は
袋
綴

・
長
帳

・
横
帳
な
ど
、

一
紙
類
に
は
一
紙

・
切
紙
・
続
紙

・
折
紙
な
ど
を
用
い

形
態
を
示
す
こ
と
に
よ
り
史
料
の
寸
法
の
大
概
を
示
し
た
。
絵
画
類
に
つ
い
て
は
、
材
質
に
は
紙
本

・
絹
本
な
ど
、
技
法
に
は
塁

図

・
着
色
な
ど
、
形
態
に
は
軸
装

・
額
装
な
ど
を
用
い
、

寸
法

(
タ
テ
×
ヨ
コ

)
を
記
し
た
。

一
、
数
量
に
つ
い
て
は
点
数

・
盛
付
を
示
し
た
。

省
略
し
た
。

点
数
は
単
位
を
省
略
、

墨
付
は
丁
を
付
し
、
複
点
数
の
場
合
は
点
数
を
記
し
墨
付
は
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ニノ御丸御好屋口より専光寺浜跳望図 泉玄筆 (24.2-5)

(金沢市指定文化財)
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辰巳旧園新造客殿図 泉玄筆 (24.2-6)

(金沢市指定文化財)
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車畢川
端

竹鶏図泉景筆 (24.2-2) 菅公像泉景筆 (24.2-])

，酉飯記(部介)泉玄写 (24.2-3)
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ι 〆ケ

③ 山茶花鴛驚 ② 草鹿 ① 桜ニ雑子

泉山押絵之図 泉山筆 (24.2ー7)

d与~
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雪中真山水之図 泉山写 (24.2-8)
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宝珠合作(新年試筆)泉;呈並門弟筆 (24.2-9)

泉渓*(24.2-10) 桜右
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泉景;去橋叙任宣旨 (24.1-2)

す l f芝会
手 dAey-d、
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包~ 目』ー

泉景法i&叙任宣旨 (24.1-6)
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-zf化央列
リネ一利号怖
いと禁
法

リ河川和、，
I

内
片
品
刊
「
ド
プ
布
川
内
L
1

せ
防
庁
刑川
オ

2
7

8
A
-れ
会

t
s
gz長
Z
Z
HτW
J判。ィ
宇

和
品
門
外

k
ぜ
一司
対
宅
み
ま

庁
次ん
?ぐ
さ
戊
竺

品川ゑ

PF刈一代
』1
1
EA品品川
4
4ふ
宮
崎
州川
J
玉
、
戸

税
亨
治
そ
ち
ょ
rw
ohT河
川島

2
ebw幼命

ι品川
7
51
&王
子
氏
一止
守
伐
為
巧

事
。
ιゆ
孔

hi
咋匂州
つ
の品

7
右

手
押
〈

1凶品
協
ゐ
為
M
問
ユ
れ
拘
J

究
・3
T

す

'T
L魚、内

作
、
本
品
季
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31 r 
;会 i五
宗寺 41 
孟高室:
品--11) T-
三五 :fl-
Y131 
吟 ι

長

為z 

e

必
近
三
穿
静
俳
JdN

門
千
庄
一
祇
服
す
哲
也
氏

を
よ
芳
静
?
エ
ヴ
作

品
空
間
会
m
h
T
Z

砂
町
民
系
す
考
ゑ
ぶ

れ
伴
侶
芳
多
ゑ
状

泉景法橋拝叙願R午容ニ付言正札 (24.1-4)
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法
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幣
庶
民

ル
ャ
ホ
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水
素
M
K

泉景画道委任状 (24.1-3)
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番
号

代

形
態

竪
紙

竪
紙

折
紙紙

竪
紙

竪
紙

袋
綴

点墨
数付

1 1 1 1 1 1 6
丁

8 

泉
玄
法
橋
叙
任
口
宣
案

藤
原
愛
長
↓
佐
々
木
泉
玄
天
保
5

・
8
-
m

天
保
5

・
8
-
m

天
保
5

・
8

11 

泉

景

先

祖

由

緒

一

類

附

帳

天

保

m
・
6

佐
々
木
泉
景
↓
松
平
織
人
・
広
瀬
太
治
兵
衛

竪
紙

竪
紙

袋
綴

袋
綴

折
紙

切
紙

(.-;竪
('紙、

1 

竪
紙

8 

1 1 6
丁

8
丁

1 1 1 

標

題

年

史

料

目

録

ニ四・

史
料
の
部

泉
景
法
橋
叙
任
口
宣
案

享
和
2
・
3
・
幻

藤
原
因
長
↓
佐
々
木
泉
景

2 

泉
景
法
橋
叙
任
宣
旨

三
善
朝
臣
↓
佐
々
木
泉
景
享
和
2
・
3
・
幻

3 

泉
景
画
道
委
任
状

法
眼
(
鶴
沢
)
探
泉
守
之
↓
佐
々
木
泉
景

享
和
2
・
4

・
朔

4 

泉
景
法
橋
拝
叙
願
許
容
ニ
付
証

E
E
L
-

4
A
1
 

享
和
2

佐
々
木
泉
景
↓
法
眼
(
鶴
沢
)
探
泉

(
奥
書
)
角
鹿
治
右
衛
門

5 

泉
景
法
眼
叙
任
ロ
宣
案

藤
原
光
成
↓
佐
々
木
泉
景
文
政
4
・
2
・
初

6 

泉
景
法
眼
叙
任
宣
旨

小
槻
宿
祢
↓
佐
々
木
泉
景
文
政
4

・
2

・
ω

7 

泉
景
法
眼
加
級
記

(
佐
々
木
泉
景
)

文
政

4
・
2

3 

-
Z

、.• 
、
帽
軍
=
』

r、
、

司

唱

』

pr'r
・・、

，，E哩唾
4

.

，、

9 

泉
玄
法
橋
叙
任
宣
旨

小
槻
宿
祢
↓
佐
々
木
泉
玄

10 

泉
玄
法
橋
拝
叙
記

佐
々
木
泉
玄

12 

平
調
五
常
急
伝
授
書

太
奏
宿
祢
知
寿
↓
佐
々
木
泉
玄

13 

泉
景
古
希
賛
緑
亭
↓
佐
々
木
泉
景

14 

泉
玄
法
眼
叙
任
ロ
宣
案

藤
原
胤
保
↓
佐
々
木
泉
玄

15 

泉
玄
法
眼
叙
任
宣
旨

小
槻
宿
祢
↓
佐
々
木
泉
玄

天
保
叩
・

8

(
天
保
日
)

壬
寅
・

6
・
吉

嘉
永
5

・
9
-
M

嘉
永
5

・
9
-
M
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t温
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4 
f 
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L 
守

、，
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F 
生

A 
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16 

泉
玄
連
歌
入
門
許
容
状

法
眼
昌
同
↓
佐
々
木
泉
玄
守
公
嘉
永
5

・
9

17 

泉
玄
自
画
献
上
ニ
付
褒
美
之

(
嘉
永
5
)

儀
伝
状
法
眼
(
鶴
沢
)
探
龍
守
昭
↓
(
佐
々
木
泉
玄
)

18 

宗
古
門
弟
泉
山
小
習
事
拾
六
ケ

条
教
示
許
状
千
宗
室
↓
真
野
宗
古

19 

宗
古
門
弟
泉
山
茶
通
笛
伝
授
許

状

千
宗
室
↓
真
野
宗
古

20 

泉
玄
扶
持
改
高
ニ
付
俸
給
状

金
沢
藩
↓
佐
々
木
守
公

21 

泉
玄
先
祖
由
緒
井
一
類
附
帳

佐
々
木
泉
玄

22 

泉
玄
隠
居
許
可
状

金
沢
藩
↓
佐
々
木
泉
玄

安
政
5

・
6
-
m

慶
応
3
・
正

明
治

2
・
m

明
治

3
・
日

明
治

3

・ロ

折
紙

折
紙

折
紙

切
紙

切
紙

袋
綴

切
紙

1 1 1 1 1 日
丁

1 

23 

泉
山
先
祖
由
緒
井
一
類
附
帳

佐
々
木
四
馬
↓
金
沢
藩
庁

24 

絵
画
講
究
会
幹
事
委
嘱
状

絵
画
講
究
会
頭
岩
村
高
俊
↓
佐
々
木
泉
山

明
治
mw
・
l

・ぉ

25 

明
治
4
・
正

佐
々
木
神
社
神
符
井
送
状

滋
賀
県
安
土
町
佐
々
木
神
社
↓
佐
々
木
弥
平

刀
口

n
u
Q
d

ワ白

n
ロ
エ
↑
向
。

.
τ
i

26 

佐
々
木
印
鰭
帳

金
沢
市
立
図
書
館
作

27 

法
眼
佐
々
木
君
(
泉
景
)
行
状

大
島
桃
年
景
実

28 

佐
々
木
家
系
図

29 

1:0 

章

1

1

1

1

1

1

J

E

l

-

-

1

1

 

4

:

L

3

1

j

i

f

-

-

ー

I

l

l

i

t

-

-

1

1

1

J

I

l

l

-

o

甘白

nu
に
d

目
μ
4京
1
4
4

不不

袋
綴

切
手兵

横
帳

統
紙

袋
綴

木石
質質

日
丁

1 

枚

3 日
丁

1 6
丁

9 34 

9 



番
号

作

名

年

代

青多

態

6 

辰
巳
旧
国
新
造
客
殿
図

佐
々
木
泉
玄
筆

一一口×茎ハ

一一八×芸ハ

一一一×芸ハ

佐
々
木
泉
山
写

②
一
五
一
×
さ

⑤
=
一
口
×
さ

9 

宝
珠
合
作
(
新
年
試
筆
)

佐
々
木
泉
渓
並
門
弟
筆

昭
和
弘
・

4
・
幻
金
沢
市
指
定
文
化
財

10 

紙

本

著

色

額

装

豆{〕×也九

紙
本
著
色

3 
枚

ロ
ロロ

二
回
・
ニ

作
品
の
部

泉
渓
讃
題
」

嘉
永

7
・
6

安
政
5
・
7

(
安
政
年
間
)

M
J
O
 

W
4
.
3
 

佐
々
木
泉
玄
筆

昭
和
弘
・

4
・
幻
金
沢
市
指
定
文
化
財

紙

本

著

色

軸

装

一C
O

×一文

紙

本

著

色

軸

装

一口五×四()

紙

本

著

色

一

巻

一完×一
O
ニ

〔

)

紙

本

著

色

額

装

六O
×一五七

4 

=
ノ
御
丸
御
広
式
御
居
間
遠
望
図

佐
々
木
泉
玄
筆

川
内
」

n
J

V

7

2
山

昭
和
日
・

4
・
幻
金
沢
市
指
定
文
化
財

7 

泉
山
押
絵
之
図

嘉
永

2
・
3

明
治

3

・
7

③一五
O
×
穴
ロ

⑥=一一回〉〈喜一一

紙
本
墨
画

6 
枚

菅

像
佐
々
木
泉
景
筆

紙

本

著

色

額

装

三五×六二

佐
々
木
泉
山
筆

①
桜
ニ
維
子

②
草
鹿

③
山
茶
花
鴛
鴛

8 

雪
中
真
山
水
之
図

紙
本
墨
画
軸
装

一七二×九六

絹

本

著

色

軸

装

九七×一
O

六

1 

i 

t 

A 

11 

比
~. 

" 

!if 

i:'， 

v 
p 

111 

A A 

2 

竹

鶏

図
佐
々
木
泉
景
筆

箱
書
「
昭
和
(
6
)
辛
末
秋

3 

酒

飯

言己
土
佐
光
信
筆

佐
々
木
泉
玄
写

5 

二
ノ
御
丸
御
好
屋
ロ
よ
り
専
光
寺

浜
眺
望
図

狩
野
元
信
筆

①=一一回〉〈吾一

④
一
芸
マ
〈
否

10 

桜

若

佐
々
木
泉
渓
筆
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""" 与Z

(
ニ
四
・

泉

玄

使

用

印

「
守
公
」

~ffi 

一
ー
ニ
九
)

「
守
公
印」

l 

「
泉
玄
斎
」

泉

山

使

用

印

寸
古
川d

直」

8i 
3 

5 

2 -1 2-2 

「守
也
口」

⑧i 

6 

4 

11 



泉

渓

使

用

印

「
泉
渓
」
圃
7 

園i

「
泉
渓
斎
征
」

l零時!j

重量i

翻手

9 -1 

i信事長
10-2 

「
文
輩
」

9-2 

「
佐
々
木
泉
渓
」

11 

12 

輸長「
向
笠
ヤ
K
U
E

量
則
市
白
州
、
〆
司
吋
」

13 

山ふ一一

τ 「
鵡
文
華
L

14 

12 

15 
16 



「
一
白
荷
u

一
色
+
筒

国i
18 

「
一
白
斎
」

信副
岡
19 

17 

二
自
粛
主
人
」

間
胤
阿

20 

「蜂
朗
氏
」

21 

「
姑
鵬
」
(曾

「
始
的
氏
」

22 
23 

24 

[ÆlJ ~国 1
25-1 25-2 

26-1 26-2 

13 



「
後
素
」

関
関

「
後
素
主
人
」

27 28 

29 

融
倒
閣

30 

「
清
風
明
月
不
用

一
銭
員
」

耐
成
劃

一
タ
一
稿
用
一

一
一
銭
額
一

31 
32 

14 

33-1 33ー 2
34 



36 

日常14
i g.LJF 

39 

38 

37 

43 40 

15 

複
数
使
用
印
(
不
明
分
含
)



解

題

佐
々
木
家
系
譜

泉
景
文
庫
は
、
文
書
史
料
二
十
八
点
、
絵
画
作
品
十
点
、
そ
の
他
参
考
品

と
し
て
印
章
四
十
三
点
よ
り
な
る
。
文
書
史
料
は
泉
景
・
泉
玄
の
法
橋
・
法

眼
叙
任
関
係
史
料
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
「
叙
任
官
一
旨
」
の
他
、
泉
景
が

法
眼
位
を
拝
受
し
た
際
、
そ
の
御
礼
献
上
物
を
書
上
げ
た
「
法
眼
加
級
記
」

や
、
叙
任
許
容
の
礼
と
叙
任
後
の
誓
詞
案
文
で
あ
る
「
泉
景
証
札
」
、
師
探

泉
か
ら
の
「
画
道
委
任
状
」
、
「
由
緒
書
」
等
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
絵
画

作
品
の
点
数
は
少
な
い
が
、
泉
景
・
泉
玄
・
泉
山
・
泉
渓
の
も
の
が
あ
り
、

泉
玄
筆
の
「
二
ノ
御
丸
御
広
式
御
居
間
遠
望
図
」
な
ど
三
点
が
、
金
沢
市
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

佐
々
木
泉
景
は
幼
少
よ
り
絵
画
を
た
し
な
み
、
京
都
画
壇
の
第
一
人
者
鶴

沢
探
索
・
探
泉
父
子
に
入
門
し
、
禁
裏
御
用
を
勤
め
、
法
橋
・
法
眼
の
位
を

拝
受
し
た
優
れ
た
絵
師
で
あ
る
。
ま
た
、
加
賀
藩
主
か
ら
重
用
さ
れ
、
御
抱

絵
師
と
し
て
多
く
の
御
用
を
勤
め
、
加
賀
藩
の
絵
師
の
頂
点
を
登
り
つ
め
た

人
で
も
あ
る
。
一
族
か
ら
は
泉
玄
・
泉
龍
・
泉
山
の
絵
師
が
で
、
共
に
藩
の

御
用
を
多
く
勤
め
た
。

佐
々
木
家
の
元
祖
は
左
衛
門
尉
満
政
で
、
代
々
江
州
に
居
住
し
て
い
た
が

故
あ
っ
て
若
狭
角
鹿
(
敦
賀
)
に
移
住
し
た
。
左
衛
門
尉
よ
り
六
代
に
わ
た

り
画
を
好
み
、
七
代
左
近
之
助
信
成
は
狩
野
孝
信
の
門
弟
と
な
り
、
絵
画
の

修
業
の
た
め
諸
国
を
廻
っ
た
。
八
代
左
衛
門
信
定
も
父
の
画
法
を
継
い
だ
。

元
禄
八
年
(
一
六
九
五
)
十
代
次
郎
左
衛
門
頼
明
の
時
に
大
聖
寺
に
移
住
し
、

先
住
の
角
鹿
の
地
名
を
姓
と
し
、
角
鹿
氏
を
名
乗
っ
た
。
次
郎
左
衛
門
は
浪

人
と
し
て
書
や
算
術
等
の
指
南
に
よ
り
生
計
を
立
て
た
。
十
一
代
次
良
太
夫

為
泰
も
父
と
同
じ
よ
う
な
生
活
ぷ
り
で
あ
っ
た
。
十
二
代
次
兵
衛
頼
春
は
大
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-
7
1
7
r
t
h
f
i
-
-
3
2』

g
k
、
す

F
t「
f
J
1
.
F
C
J
Z
.
q
z
a
J
V
¥
P
主
千
九
「
〕

3V-J-tf

・
1
k
H
J

16 

聖
寺
長
町
に
居
を
構
え
、
紺
屋
を
営
ん
だ
。
旗
幕
の
染
色
技
法
に
す
ぐ
れ
、

大
聖
寺
四
代
藩
主
前
田
利
章
の
代
に
軍
用
染
師
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
五

人
扶
持
を
も
ら
っ
た
。
十
三
代
次
右
衛
門
民
泰
も
父
の
紺
屋
を
継
ぎ
、
狩
野

宗
信
の
門
弟
と
し
て
画
を
習
っ
た
。
十
四
代
次
右
衛
門
信
秀
は
父
次
右
衛
門

の
時
に
、
九
代
大
聖
寺
藩
主
前
田
利
之
の
御
召
物
御
用
を
受
け
た
後
を
継
ぎ
、

家
業
に
は
げ
み
、
画
を
学
ん
だ
。

泉
景
は
安
永
二
年
(
一
七
七
三
)
大
聖
寺
で
生
ま
れ
、
幼
名
を
熊
次
郎
ま

た
は
愛
之
助
、
字
は
子
昌
、
議
は
守
継
・
守
続
と
い
っ
た
。
泉
景
は
函
人
と

し
て
の
雅
号
で
、
彩
雲
・
為
絢
居
士
の
別
号
も
あ
っ
た
。
幼
少
よ
り
祖
父
・

父
の
影
響
を
受
け
て
育
っ
た
た
め
、
四
歳
の
時
か
ら
絵
を
好
み
、
安
永
六
年

(
一
七
七
七
)
加
賀
藩
十
代
藩
主
前
田
重
教
が
小
松
表
で
鷹
狩
を
し
た
際
、

泉
景
五
歳
の
時
の
絵
を
目
に
と
め
ら
れ
、
金
沢
城
二
之
丸
御
殿
御
広
式
で
賞

せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
京
都
に
出
て
、
石
田
幽
汀
・
友
汀
父
子
に
画
を
学
ぴ
、

さ
ら
に
京
都
画
壇
で
名
の
高
か
っ
た
鶴
沢
探
索
に
入
門
し
、
探
索
死
後
は
養

子
探
泉
に
師
事
し
た
。
泉
景
二
十
九
歳
の
享
和
元
年
(
一
八

O
二
探
索
が

禁
裏
御
用
を
勤
め
た
時
、
泉
景
も
扉
風
等
に
画
筆
を
ふ
る
っ
た
。
そ
の
た
め
、

翌
二
年
三
月
朝
廷
よ
り
法
橋
位
を
拝
叙
じ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
泉
景
は
本
姓

を
角
鹿
か
ら
祖
先
の
旧
姓
で
あ
る
佐
々
木
に
改
め
、
大
聖
寺
に
帰
り
、
藩
主

よ
り
御
医
師
格
に
取
扱
う
旨
を
申
渡
さ
れ
た
。

文
化
五
年
(
一
八

O
八
)
正
月
金
沢
城
二
之
丸
御
殿
が
焼
失
し
、
そ
の
復
興

工
事
が
翌
年
二
月
よ
り
本
格
的
に
始
め
ら
れ
る
が
、
御
殿
造
営
に
は
泉
景
を

は
じ
め
、
数
多
く
の
絵
師
が
集
め
ら
れ
た
。
京
都
よ
り
岸
駒
・
岸
岱
父
子
と

弟
子
の
村
上
松
堂
、
斉
藤
霞
亭
・
望
月
左
近
、
江
戸
か
ら
狩
野
友
益
・
墨
川

父
子
が
招
聴
き
れ
、
他
に
森
間
材
(
寒
峯
)
や
泉
景
の
門
人
早
川
泉
流
ら
が

参
加
し
た
。
二
之
丸
御
殿
の
障
扉
画
は
、
狩
野
派
と
岸
派
の
一
流
絵
師
達
に

よ
る
競
争
と
な
り
、
泉
景
も
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
社
丹
の
問
、
そ
の
他
の
袋

戸
や
杉
戸
等
数
箇
所
、
御
次
間
よ
り
槍
垣
の
問
、
小
書
院
辺
り
の
杉
戸
の
大

l
i
l
i
-
-
:
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部
分
に
筆
を
ふ
る
っ
た
。
以
後
加
賀
藩
の
御
用
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
文
化

八
年
(
一
八
一
二
金
沢
(
小
将
町
の
地
蔵
橋
の
角
)
へ
移
住
し
た
。
文
政

二
年
(
一
八
一
九
)
に
は
藩
か
ら
七
人
扶
持
を
貰
い
、
周
囲
年
(
一
八
二
二

三
月
四
十
九
歳
で
法
眼
位
を
拝
授
す
る
。
文
政
七
年
(
一
八
二
四
)
十
一
月

御
細
工
奉
行
別
支
配
、
天
保
十
三
年
(
一
八
四
二
)
十
人
扶
持
に
加
増
さ
れ
、

御
細
工
者
小
頭
と
な
り
、
弘
化
四
年
(
一
八
四
七
)
十
二
月
御
医
者
格
に
仰

付
ら
れ
、
嘉
永
元
年
(
一
八
四
八
)
九
月
七
十
六
歳
で
死
去
し
た
。

泉
玄
は
泉
景
の
長
男
と
し
て
、
文
化
二
年
(
一
八

O
五
)
金
沢
に
生
ま
れ
る
。

幼
名
は
愛
之
輔
、
後
宮
内
と
改
め
、
誌
も
守
貞
と
い
っ
た
が
、
守
公
と
改
め
、

号
は
泉
玄
の
他
、
春
鳴
・
一
白
居
士
と
も
い
っ
た
。
画
道
は
父
泉
景
の
画
法

を
継
ぎ
、
京
都
で
鶴
沢
探
泉
に
師
事
し
た
。
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
十
八

歳
の
時
、
竹
沢
御
殿
御
造
の
御
用
を
父
と
共
に
お
こ
な
い
、
以
後
藩
の
御
用

を
数
多
く
勤
め
る
。
天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
三
十
歳
で
法
橋
を
拝
叙
し
、

嘉
永
元
年
(
一
八
四
八
)
四
十
四
歳
の
時
、
父
泉
景
の
死
に
よ
り
名
跡
を
相

続
し
た
。
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
四
十
八
歳
で
法
眼
に
昇
進
し
、
安
政
五

年
(
一
八
五
八
)
五
人
扶
持
加
増
と
な
り
十
二
人
扶
持
と
な
る
。
明
治
三
年

(
一
八
七

O
)
隠
居
し
、
同
十
二
年
(
一
八
七
九
)
七
十
五
歳
で
死
去
し
た
。

泉
龍
は
泉
景
の
次
男
で
、
文
化
五
年
(
一
八

O
八
)
金
沢
で
生
ま
れ
る
。

誌
は
尚
継
、
後
守
起
、
号
は
泉
龍
の
他
、
白
巌
山
人
・
越
渓
・
鶴
沙
・
姑
射

山
人
・
散
郎
と
も
い
っ
た
。
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
十
五
歳
の
時
、
竹
沢

御
殿
御
造
営
の
御
用
を
兄
泉
玄
と
共
に
手
伝
っ
た
。
こ
れ
以
後
藩
の
御
用
を

多
く
勤
め
る
。
鶴
沢
探
泉
に
画
を
学
ぴ
、
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
法
橋
を

拝
叙
し
た
。
明
治
十
七
年
(
一
八
八
四
)
七
十
七
歳
で
死
去
す
る
。

泉
山
は
泉
玄
の
長
男
と
し
て
、
天
保
五
年
ご
八
三
四
)
金
沢
に
生
ま
れ

る
。
通
称
四
馬
・
朗
馬
之
助
と
い
い
、
諒
は
守
直
。
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)

真
龍
院
(
加
賀
藩
十
二
代
藩
主
斉
広
夫
人
)
の
扉
風
御
用
を
は
じ
め
、
御
姫

様
方
の
御
婚
礼
御
用
等
、
数
多
く
の
御
用
を
勤
め
た
。
明
治
三
年
(
一
八
七

， . 

Y 

O
)
家
督
を
相
続
し
、
同
十
九
年
(
一
八
八
六
)
五
十
三
歳
で
死
去
す
る
。

泉
渓
は
泉
山
の
長
男
と
し
て
明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
に
生
ま
れ
る
。

通
称
は
守
、
詩
は
文
革
、
泉
渓
の
他
、
一
白
斉
・
南
海
・
雅
堂
の
別
号
が
あ

る
。
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七
)
上
京
し
、
狩
野
寿
信
に
入
門
、
同
二
十
五

年
(
一
八
九
二
)
伏
見
宮
殿
下
の
命
を
受
け
て
陸
軍
旗
を
揮
著
す
る
。
帝
国

絵
画
協
会
・
日
本
画
会
会
員
と
し
て
活
躍
し
、
後
札
幌
高
等
女
学
校
の
教
諭

と
な
り
画
の
指
導
に
あ
た
る
。
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五
)
七
十
五
歳
で
死

去
す
る
。

本
解
説
は
、
『
加
賀
藩
御
抱
絵
師
佐
々
木
泉
景
展
』
石
川
県
立
図
書
館
・
石
川

郷
土
史
学
会
編
(
昭
和
五
十
三
年
)
、
『
佐
々
木
泉
景
展
図
録
』
加
賀
市
美
術
館
編

(
平
成
二
年
)
な
ど
を
参
考
と
し
た
。

佐
々
木
家
商
人
一
覧

泉 泉 泉 泉 泉
名

渓 山 龍 ーA品- 景

守 守直 四馬 継尚
守貞・ 之輔愛
守継 次熊 幼名

革文
. . -郎 . 
lB 
守起
守・ 守統 - 通称

馬 公宮内 之愛 . 
之 =言早:tL. 

B力 子助 . 
昌 ナ'"'-

南海渓泉 泉山 山人越渓龍泉 一泉玄
為絢居士 景泉・

-・ -・・ 居士白 ・ 雅号
雅ー

散郎 鶴沙・ 獄山自 春鳴 τ霊彩r:;::;: ・. 
堂斉白

別号
姑射 人

和昭
明 明 明

嘉刃く治 治 治 没
20 19 17 12 7G 年月. . . . 
7 10 6 6 9 . . . . 日
13 14 30 25 1 
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史

料

泉
山
先
祖
由
緒
井
一
類
附
帳
(
ニ
四
・
一
t

ニ
=
一
)

明
治
四
年
正
月

A

車

両

低

)

「
明
治
四
年
正
月
相
改
指
出

(

朱

厳

}

泉
山
君先
祖
由
緒
井
一
類
附
帳

佐
々
木
四
馬
」

給
録
高

一
、
四
拾
三
俵
四
斗
壱
升
五
合

弐
拾
壱
石
九
斗

〈

曲

R
占

q
v

本
国
若
挟
金
沢
出
生
三
拾
八
歳

ヒ
リ
+
オ

佐
々
木
四
馬
源
守
直

定
改
菓
構
之
内
四
ツ
目
居
宅
小
性
町

私
義
、
士
族
佐
々
木
泉
玄
嫡
子
ニ
御
座
候
処
、
嘉
永
五
年
十
月
真
龍
院
様

御
小
扉
風
御
絵
御
用
被
仰
付
、
其
後
年
々
品
々
御
用
烈
敷
被
仰
付
、
正
三

位
様
御
用
品
々
被
仰
付
、
安
政
五
年
二
之
御
丸
御
居
間
御
普
請
ニ
付
、
御

雇
御
用
被
仰
付
、
従
三
位
様
御
懸
物
等
御
用
品
々
被
仰
付
、
正
三
位
様

8

寿
正
院
様
江
被
進
候
御
懸
物
等
品
々
被
仰
付
、
景
徳
院
様
江
御
進
物
御
懸

物
等
品
々
被
仰
付
、
礼
姫
様
御
雛
御
扉
風
等
御
用
被
仰
付
、
文
久
三
年
巽

御
殿
御
造
営
之
節
、
御
袋
棚
御
障
子
腰
等
数
多
被
仰
付
、
従
四
位
様
御
用

被
仰
付
、
真
龍
院
様

S
京
都
江
御
進
物
御
用
被
仰
付
、
慶
応
三
年
金
谷
御

殿
御
造
営
御
用
御
杉
戸
御
障
子
腰
数
多
被
仰
付
、
明
治
三
年
十
二
月
家
督

無
相
違
相
続
被
仰
付
候

一

、

拾

一

世

之

祖

父

佐

々

木

故

左

衛

門

尉

満

政

左
衛
門
尉
義
者
、
参
議
左
大
弁
大
蔵
卿
正
三
位
中
宮
大
夫
源
挟
義
之
首
育

佐
々
木
備
中
守
左
衛
門
尉
従
五
位
上
源
頼
綱
よ
り
十
代
之
孫
子
ニ
而
、
代
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々
江
州
ニ
罷
在
候
慮
、
故
有
之
若
州
角
鹿
江
引
移
居
住
仕
、
天
久
八
年
正

月
病
死
仕
候
、
十
一
世
之
祖
母
有
無
之
義
伝
承
不
仕
候

一

、

拾

世

之

祖

父

佐

々

木

故

左

近

之

助

信

成

同
苗
左
衛
門
尉

8
六
代
画
を
好
候
而
、
狩
野
右
近
将
監
孝
信
門
弟
ニ
而
、

諸
国
画
執
行
茂
罷
出
候
旨
伝
承
仕
候
、
延
宝
八
年
五
月
病
死
仕
候

一
、
拾
世
之
祖
母

由
諸
伝
承
不
仕
候

病
死
年
号
伝
承
不
仕
候

一
、
九
世
之
祖
父

佐
々
木
故
左
衛
門
信
定

父
左
近
之
助
画
法
ヲ
継
罷
在
、
貞
享
元
年
間
八
月
病
死
仕
候

一
、
九
世
之
祖
母

鳴
海
故
随
幸
娘

病
死
年
月
伝
承
不
仕
随
幸
組
柄
等
相
知
不
申
候

一
、
八
世
之
祖
父

佐
々
木
故
次
郎
四
郎
直
明

宝
永
七
年
十
月
病
死
仕
、
八
世
之
祖
母
有
無
之
義
伝
承
不
仕
候

一

、

七

世

之

祖

父

角

鹿

故

次

郎

左

衛

門

頼

明

次
郎
左
衛
門
義
、
元
禄
八
年
大
聖
寺
江
引
越
候
、
是
迄
若
挟
一
一
罷
在
候
ニ

付
、
地
名
を
氏
与
仕
、
角
鹿
与
相
名
乗
、
浪
人
ニ
而
手
跡
算
術
等
指
南
仕

罷
在
、
正
徳
五
年
七
月
病
死
仕
候

大
聖
寺
荻
生
村
稲
荷
神
主

一

、

七

世

之

祖

母

荻

生

故

筑

後

之

助

娘

正
徳
三
年
二
月
病
死
仕
候

一

、

六

世

之

祖

父

角

鹿

故

次

良

太

夫

為

泰

次
良
太
夫
義
、
父
次
良
左
衛
門
業
鉢
を
継
罷
在
、
元
文
六
年
六
月
病
死
仕
候

故
備
後
守
様
御
歩
組
徳
田
故
吉
左
衛
門
娘

一
、
六
世
之
祖
母

天
明
二
年
八
月
百
弐
歳
ニ
而
病
死
仕
候



て

五

世

之

祖

父

角

鹿

故

次

兵

衛

頼

春

次
兵
衛
義
、
旗
幕
等
染
方
秘
事
ニ
委
罷
在
候
ニ
付
、
大
聖
寺
正
智
院
様
御

代
御
軍
用
染
師
ニ
被
仰
付
、
五
人
扶
持
頂
戴
仕
候
、
延
享
四
年
九
月
病
死

仕
候

江
沼
郡
山
代
村
肝
煎
故
七
左
衛
門
娘

一
、
五
世
之
祖
母

天
明
元
年
三
月
病
死
仕
候

一

、

高

祖

父

角

鹿

故

次

郎

右

衛

門

民

泰

次
右
衛
門
義
、
父
次
兵
衛
之
業
を
継
、
画
ハ
狩
野
即
誉
門
弟
ニ
罷
在
、
文

化
五
年
四
月
病
死
仕
候

一
、
高
祖
母

越
前
新
保
村
大
庄
屋
森
安
故
彦
右
衛
門
娘

享
和
元
年
七
月
病
死
仕
候

一

、

曽

祖

父

角

鹿

故

次

右

衛

門

信

秀

記
右
衛
門
義
、
父
次
右
衛
門
ニ
画
を
相
学
罷
在
、
文
化
十
年
六
月
病
死
仕
候

i

備
後
守
様
御
家
中
前
回
故
大
隅
家
来
給
人

一

、

曽

祖

母

森

江

故

九

兵

衛

娘

嘉
永
三
年
十
二
月
病
仕
候

一

、

祖

父

佐

々

木

故

泉

景

守

継

泉
景
義
、
次
右
衛
門
伴
ニ
御
座
候
慮
、
四
歳

S
絵
を
好
、
安
永
六
年
二
月

五
歳
之
時
、
泰
雲
院
様
小
松
表
江
御
鷹
野
ニ
御
出
之
節
、
相
調
候
画
入
御

覧
、
重
而
御
百
ニ
付
、
同
年
三
月
二
之
御
丸
御
広
式
江
被
為
召
、
書
画
相

調
指
上
候
処
、
白
銀
五
枚
御
筆
等
品
々
拝
領
物
被
仰
付
、
猶
入
情
書
面
相

励
可
申
旨
被
仰
出
、
金
谷
御
広
式
被
為
否
、
御
前
ニ
市
調
筆
指
上
候
処
、

御
料
理
等
品
々
頂
戴
仕
、
右
調
候
書
画
寿
光
院
様
入
御
覧
候
由
ニ
而
、
御

同
前
様
よ
り
品
々
拝
領
物
被
仰
付
、
其
後
京
都
ニ
お
い
て
禁
裏
御
絵
師
鶴

沢
法
眼
探
索
江
入
門
仕
、
享
和
元
年
禁
裏
御
絵
御
用
被
仰
付
相
勤
候
、
依

之
翌
年
三
月
法
橋
位
奉
蒙
勅
許
拝
叙
仕
、
其
節
本
性
佐
々
木
与
相
改
申
候
、

同
年
於
大
聖
寺
御
医
師
格
ニ
御
取
扱
被
仰
渡
、
其
後
御
園
江
罷
出
、
文
化

四
年
大
梁
院
様
御
用
品
々
被
仰
付
、
金
龍
院
様
御
代
二
之
御
丸
御
造
営
御

用
数
多
被
仰
付
、
貞
淋
院
様
御
用
品
々
被
仰
付
、
文
政
二
年
十
二
月
結
構

之
御
書
立
を
以
七
人
扶
持
被
下
之
、
文
政
四
年
十
二
月
加
級
奉
蒙
勅
許
法

【
七
年
占
こ

眼
位
拝
叙
仕
候
、
御
姫
様
方
御
用
被
仰
付
、
同
年
十
一
月
御
細
工
奉
行
別

支
配
ニ
被
仰
付
、
天
保
十
三
年
十
月
数
拾
年
相
勤
候
ニ
付
、
拾
人
扶
持
被

下
之
、
御
細
工
者
小
頭
格
ニ
被
仰
付
、
弘
化
三
年
十
二
月
於
御
次
御
紋
付

等
御
染
絹
拝
領
被
仰
付
、
真
龍
院
様
御
用
数
多
被
仰
付
、
景
徳
院
様
御
用

被
仰
付
、
弘
化
四
年
十
二
月
結
構
之
御
書
立
を
以
御
医
者
格
ニ
被
仰
付
、

嘉
永
元
年
九
月
大
病
相
滞
罷
在
候
節
、
於
御
次
御
紋
付
御
染
絹
井
金
弐
千

五
百
疋
拝
領
被
仰
付
、
同
月
病
死
仕
候

大
聖
寺
御
家
中
御
歩
組

て

祖

母

宮

川

故

三

郎

兵

衛

娘

天
父保
十
四
年
十
月
病
死
仕
候

佐
々
木
泉
玄
守
公

泉
玄
義
、
泉
景
伴
御
座
候
慮
、
文
政
五
年
竹
沢
御
殿
御
造
営
御
用
被
仰
付
、

天
保
五
年
八
月
法
橋
拝
叙
仕
、
御
次
御
用
二
之
御
丸
御
広
式
松
之
御
殿
御

数
多
被
仰
付
、
嘉
永
元
年
十
二
月
亡
泉
景
名
跡
相
続
被
仰
付
、
七
人
扶
持

被
下
置
、
御
医
者
格
ニ
被
仰
付
、
同
五
年
八
月
奉
願
法
眼
位
昇
進
仕
、
諦
巌

院
様
・
桃
之
助
殿
・
静
之
助
殿
御
引
移
御
用
品
々
被
仰
付
、
景
徳
院
様
御

進
物
御
用
被
仰
付
、
松
之
御
殿
御
普
請
御
用
二
之
御
丸
御
広
式
御
普
請
御

用
品
々
被
仰
付
、
睦
姫
様
御
雛
御
扉
風
等
数
多
被
仰
付
、
飛
騨
守
様
大
聖
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寺
江
御
引
移
御
用
品
々
被
仰
付
、
栄
兵
院
様
・
顕
光
院
様
御
引
移
御
用
被

仰
付
、
寿
正
院
様
品
々
御
用
被
仰
付
、
飛
騨
守
様
品
々
御
用
被
仰
付
、
真

龍
院
様
数
多
御
用
被
仰
付
、
安
政
五
年
二
之
御
丸
御
居
間
御
普
請
ニ
付
、

御
用
品
々
被
仰
付
、
同
年
十
二
月
数
拾
年
御
用
烈
敷
相
勤
候
ニ
付
、
五
人

扶
持
御
加
増
被
仰
付
、
都
合
拾
弐
人
扶
持
被
下
、
其
後
御
納
戸
等
古
画
等

拝
見
奉
願
候
処
、
格
別
報
を
以
願
之
通
り
被
仰
出
、
巽
御
殿
御
造
営
御
用

被
仰
付
、
従
四
位
様
御
居
間
御
用
等
品
々
被
仰
付
、
慶
応
三
年
礼
姫
様
御

絵
御
稽
古
御
用
御
奥
入
御
用
被
仰
付
、
金
谷
御
殿
巽
御
殿
御
奥
入
御
用
被

仰
付
、
濯
姫
様
・
易
姫
様
御
稽
古
被
仰
付
、
明
治
三
年
十
二
月
願
之
通
隠

居
被
仰
付
、
数
拾
年
相
勤
候
旨
ニ
而
、
金
子
弐
千
疋
拝
領
被
仰
付
、
御
結

御
稽
古
等
相
勤
罷
在
申
候

一
、
母
文
政
十
年
奉
願
嫁
安
仕
候

大
聖
寺
御
家
中
組
外
酒
井
故
無
一
良
妹

一
、
妻

士
族
中
村
忠
次
郎
姉

慶
応
三
年
奉
願
嫁
委
仕
候

士
族
佐
々
木
雅
次
郎

一
、
弟
雅
次
郎
義
、
明
治
元
年
間
四
月
新
番
組
ニ
被
召
出
候
手
前
ニ
罷
在
申
候a

壱

人

佐
々
木
泉
龍

一
、
妹

一
、
お
ち

泉
龍
義
、
枠
他
見
弥
被
召
出
候
後
、
他
見
弥
手
前
ニ
罷
在
申
候

士
族

一

、

お

は

北

嶋

儀

門

母

天
保
二
年
奉
願
儀
門
亡
父
建
三
郎
与
縁
組
申
合
候

士
族
真
野

宗
古

一
、
実
お
ち

20 

宗
古
義
、
文
政
十
年
奉
願
横
山
遠
江
守
茶
堂
真
野
故
宗
古
養
子
ニ
罷
成
申
候

士
族

一

、

い

と

こ

佐

々

木

他

見

弥

他
見
弥
義
、
明
治
二
年
正
月
定
番
御
歩
ニ
被
百
出
候他
見
弥
弟

一

、

同

佐

々

木

元

吉

一

、

同

北

嶋

儀

門

儀
門
弟
北

嶋

良

平

士
族
河
合
益
太
郎

一
、
同

一
、
同
益
太
郎
亡
母
ハ
、
私
お
は
ニ
御
座
候

一
、
実
い
と
こ

真
野

宗
球

宗
珠
義
、
河
合
益
太
郎
弟
ニ
御
座
候
処
、
真
野
宗
古
養
子
ニ
罷
成
申
候

宗
古
二
男

一

、

い

と

こ

真

野

藤

次

郎

宗
古
三
男

一

、

い

と

こ

真

野

良

吉

手
前
ニ
罷
在
申
候

一

、

同

佐

々

木

他

見

弥

妹

士
族

一

、

同

早

川

清

次

郎

妻

清
次
郎
妻
ハ
、
北
嶋
儀
門
妹
ニ
御
座
候

一
、
宗
旨
者
一
向
宗
、
西
末
寺
地
内
上
宮
寺
ニ
御
座
候

右
私
先
祖
由
緒
井
一
類
附
知
斯
ニ
御
座
候
、
同
姓
之
有
無
伝
承
不
仕
候
、

此
外
御
藩
他
藩
共
近
キ
親
類
縁
者
無
御
座
候
、
以
上

明
治
四
年
正
月

佐
々
木
四
馬
(
花
押
)
(
印
)

金
沢
藩
庁
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あ

と

カt

き

御
抱
絵
師
と
し
て
藩
の
御
用
を
数
多
く
勤
め
て
き
た
佐
々
木
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
本
史
料
群
の
点
数
は
多
く
な
い
が
、
金
沢
市
指

定
文
化
財
三
点
を
含
め
、
貴
重
な
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
目
録
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
史
料
の
内
容
・
性
格
を
考
慮

し
、
「
史
料
の
部
」
と
「
作
品
の
部
」
と
に
分
け
、
そ
の
う
ち
絵
画
作
品
は
泉
景
・
泉
玄
・
泉
山
・
泉
渓
ま
で
の
も
の
が
残
さ
れ
て
お

り
、
す
べ
て
掲
載
を
し
た
。
印
章
に
つ
い
て
も
原
寸
大
で
す
べ
て
を
載
せ
、
読
み
を
入
れ
た
。

本
文
庫
は
、
昭
和
四
十
四
年
坂
井
正
雄
氏
の
御
仲
介
に
よ
り
、
故
佐
々
木
ハ
ル
氏
か
ら
御
寄
贈
を
う
け
、
当
時
の
担
当
者
で
あ
っ
た

伊
藤
茂
が
仮
整
理
を
済
ま
せ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
他
文
庫
の
目
録
刊
行
等
と
も
重
な
り
、
本
年
に
至
り
よ
う
や
く
刊
行
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
本
目
録
の
刊
行
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
御
寄
贈
者
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
詫
ぴ
申
し
上
げ

ま
す
。末

文
に
な
り
ま
し
た
が
、
目
録
中
の
印
章
解
読
に
は
吉
田
三
郎
氏
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
本
目
録
の
作
成
・
整
理
に
は
金
沢
市
立
図
書
館
近
世
資
料
係
が
あ
た
り
、
分
類
・
解
題
は
袖
吉
正
樹
が
担
当
し
た
。
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